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第４学年 算数科学習指導案

日 時 平成１７年１０月２５日（火）２校時

児 童 ４年１組・２組・３組 計８７名

指導者 プリンコース 教諭 菅原昭子（４の３教室）

チョココース 教諭 多田健一（４の２教室）

クッキーコース 講師 照井由樹（第３学習室）

グミコース 教諭 菅野史子（４の１教室）

１ 単元名 わり算の筆算（２）

わり算の筆算を考えよう

２ 単元について

（１）教材について

整数の除法の計算（筆算）は，除数が１位数の場合については第４学年第３単元で一応

完成している。 本単元は，除数が２位数で被除数が２～３位数の計算方法を指導する。

， （ ） （ ）（ ）初めに 既習の１２位数÷１位数のわり算をもとにして 何十 ÷ 何十 何百何十, ,
÷（何十）などの暗算を中心に処理する方法を学習する。次に，除数が（何十何）の計算

を筆算で処理する方法を指導する。ここでは，除数の見方によって，過大商になったり，

過小商になったりしても，その場にふさわしい方法で商を修正することを学習する。さら

に，除法の性質としてａ÷ｂ＝（ａ×ｃ）÷（ｂ×ｃ）ａ÷ｂ＝（ａ÷ｃ）÷（ｂ÷ｃ）,
を理解させる。この性質は，第５学年第８単元の小数の除法計算の基礎ともなるべきもの

なのできちんとおさえておきたい。

（２）児童について

今までの児童の学習の様子を見ると，算数の学習に意欲的に取り組み，計算練習にも進

んで取り組む。しかし，新しい課題に向かったときに既習事項を活用して考えたり それ,
ぞれの考え方を関連づけて考えたりすることは苦手である。

除法については，これまでに除数が１位数の除法の筆算の学習を終えている。単元テス

トでは，９１％，事前テストでは，８７％という正答率であった。正答率はよかったが，

全般に計算に時間がかかる傾向が見られる。誤答を見ると，かけ算九九やひき算の計算ミ

スが多かった。また，商に０が立つ場合の筆算については，商の末尾の０を書き忘れてし

まう児童が多かった。

そこで，授業の終わりや単元と単元の間にわり算やたし算・ひき算の計算練習をするよ

うにした。また、授業の場面でも自力解決の場面を確保したり自信を持って発表する場を

設定し、既習事項を確実に身につけさせるようにしてきた。なかなか定着しない児童もい

るが，既習事項を活用して１位数でわるわり算の筆算を速く正しく計算できるようになっ

てきている。
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（３）事前テストの結果（実施日 ８月１８日）

問題 問題のねらい 問 題 正答率

１ ・２位数÷１位数の問題を ４５まいの色紙を，３人で同じ

解決できるか。 数ずつ分けます。

１人ぶんはなんまいになるか。

式 ４５÷１５＝３ ９７％

答え ３まい ９２％

２ ・２位数÷１位数（あまりあ ７４まいの色紙を，３人で同じ

り の問題を解決できるか 数ずつ分けます。） 。

１人ぶんはなんまいになって，

何まいあまるか。

式 ７４÷３＝２４あまり２ ９５％

答え ２４まいになり，２まい ９０％

あまる。

３ ・２位数÷１位数，３位数÷ （１）５０÷５＝１０ ９２％

１位数の暗算ができるか。 （２）７２÷４＝１８ ７４％

（３）２７０÷９＝３０ ８３％

（４）６９０÷３＝２３０ ７５％

４ ・２位数÷１位数，３位数÷ （１）９８÷８＝１２あまり２ ９０％

１位数の筆算ができるか。 （２）４６０÷７＝６５あまり５ ７９％

５ ・ 未習内容）２位数÷２位 ７９÷３４＝２あまり１１ ３％（

数の筆算ができるか。
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（３）事前テストの結果

（４）指導にあたって

筆算の「たてる 「かける 「ひく 「おろす」の各段階の意味を十分理解できるよう」 」 」

にするとともに，１位数でわる除法の計算方法を生かして，２位数でわる計算を工夫し

て考えさせるようにしたい。そして，除数が何十に近いかを見て仮商の見当のつけ方を

理解させ，できるだけ真の商に近い仮商のたて方と確実な修正ができるように習熟を図

りたい。除数が２位数で商が２位数になる除法では，最初に商のたつ位の理解が重要に

なってくる。商のたつ位置の判断とあまり（ひいた結果）と除数を比べてわり算を進め

るべきか終了させるべきかどうかの判断をしっかりさせていきたい。わり算の意味に立

ち戻り意味と形式のつながりを大切にした指導を進めていきたい。
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仮説１ 児童の発達段階に応じた指導形態の工夫について

① ＴＴによる指導

学習内容への見通しを持たせ自己理解を深めさせるために，概念形成や意味理解の段

階では，一斉・ＴＴでの学習をする。学級担任がＴ１として授業を進め，Ｔ２が個に応

じ理解が不十分だったり，計算ができなかったりする児童に対して支援したり個別指導

をしたりする。

② 習熟度別による指導

商の見当をつけたり，修正したりする個人差が顕著になる段階では，確実に理解し技

能を高められるように 習熟の程度に応じた習熟度別３コースでの学習活動を取り入れ,
る。コース編成については，事前テスト及びアンケートの結果にどのコースで学びたい

かという児童の希望を考慮に入れ，教師が所属を決定し調整する。

仮説２ 基礎・基本の定着を図るための指導過程の工夫について

① 練習，発展問題に取り組む場の工夫

下位コースでは教師と一緒に問題を解き，全員で同じ問題に取り組む場面を作るよう

にし，半具体物，ブロック等の操作と筆算を結びつけて課題解決させる。中位コースで

は，前時の学習内容を想起させながら教師の支援を受けながら，自力で問題を解くこと

ができるようにする。上位コースでは，自力で時間内にどんどん問題を解き，答えの確

かめまでできるように時間を確保する。

② 「ひろめる」段階における評価の工夫

単位時間や単元の終わりに自分で分かったこと，分からなかったこと等が明確になる

， 。 ，ような観点を決めて学習を振り返らせ 自己評価カードに記入させる このことにより

自分の考え方を見直したり友だちの考えに触れ，広めたりすることができる。教師も児

童の変容の様子や個々の児童のつまずきを把握し，一人一人の学習の様子等を掌握し次

の指導に生かしていく。

※自己評価の観点

・分かったこと，分からなかったこと

・友だちの考えを聞いてよかったこと

・これから勉強してみたいこと

３ 単元の目標

○ 筆算形式による２～３位数を２位数でわる除法計算のしかたについて理解し，それを適

切に用いる能力を伸ばす。

[関心・意欲・態度]・除数が２位数の除法計算のしかたを，既習の除法計算のしかたをもと

に進んで考えようとする。

[数学的な考え方] ・見積もりをもとに，仮商のたて方や修正のしかたについて考える。

[表現・処理] ・除数が２位数の除法計算を正確に筆算ですることができる。

[知識・理解] ・除数が何十の除法計算のしかたを理解する。

・除数が２位数の除法の筆算のしかたを理解する。
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３年 ４年 ５年

③ わり算 ③ わり算の筆算（１） ② 小数のかけ算とわり算

・除法の意味と演算記号 ・２～３位数÷１位数の筆算計 ・整数 小数÷整数（商が小数）,

・九九を１回適用する除法計算 式 の計算と筆算形式

（あまりなし） ・乗除混合 連除の式の計算方,

法

・倍と除法の意味の拡張（倍の ⑧ 小数のわり算

⑧ あまりのあるわり算 第一・三用法） ・小数でわる除法の意味と計算

・九九を１回適用する除法計算 ・１位数でわる除法の暗算 ・整数 小数÷小数の計算と筆,

（あまりあり） ・ 商 「積」の用語 算形式「 」

・答えの確かめ方

・あまりの意味

本単元 わり算の筆算（２） ⑫ 分数と小数

・何十でわる除法↓ ・整数の除法の商は分数を用い

・２～３位数÷２位数の筆算計 るといつも１つの数として表

式 せること

・除法の検算のしかた

・仮商のたて方と修正の意味

・除法について成り立つ性質
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５ 指導計画 （全１６時間）

小 時 学 習 内 容 主な評価規準 指導形態
単 間
元 数

クッキー・グミプリン チョコ
下位群コース 中位群コース 上位群コース

何 ２ ・６０÷２０の計算のしかたを考える。 ・１０を単位として 一斉，
十 何十でわる計算の ＴＴ
で しかたを考えてい
わ る （考）。
る
計 ・何十でわる計算の
算 しかたを理解して

いる （知）。

２ ２ ・８７÷２１の筆算のしかたを考える。 ・既習の計算をもと
け のして，２位数÷
た ２位数に計算のし
の かたを考えうとし
数 ている （関）。
で ・２位数÷２位数 仮（
わ 商修正なし）の筆
る 算のしかたを考え
筆 る （考）。
算

（ ）１

１ ・８６÷２３ ・８６÷２３ ・８６÷２３ ・過大商をたてたと 習熟度別
の筆算のし の計算のし の計算のし きの仮商修正がで ３Ｃ４Ｔ
かたを知る かたを考え かたを考え きる （表）。

る。 る。
・練習問題

１ ・７８÷１９ ・７８÷１９ ・７８÷１９ ・過小商をたてたと
の筆算のし の計算のし の計算のし きの仮商修正がで

本 かたを知る かたを考え かたを考え きる （表）。
時 る。 る。

・練習問題

１ ・８７÷２５ ・８７÷２５ ・８７÷２５ ・除数の見積もりを
の筆算のし の計算のし の計算のし もとに仮商のたて
かたを知る かたを考え かたを考え かたを工夫してい

る。 る。 る （考）。
・練習問題

１ ・ ・ ・ ・３位数÷２位数＝１５３÷２４ １５３÷２４ １５３÷２４

の筆算のし の計算のし の計算のし １位数の筆算がで
かたを知る かたを考え かたを考え きる （表）。

る。 る。
・練習問題
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２ ２ ・ ・ ・３位数÷２位数＝ 習熟度別３４５÷２１ ３４５÷２１ ・３４５÷２１

け の計算のし の計算のし の計算のし ２位数の筆算がで ３Ｃ４Ｔ
た かたを知る かたを考え かたを考え きる （知）。
の る。 る
数 ・練習問題
で
わ
る
筆
算

１ ２３ ・ ・商に０がたつ場合（ ）２ ・９４１÷２３ ・９４１÷ ９４１÷２３

の計算のし の計算のし の計算のし （商が何十）の簡便
かたを知る かたを考え かたを考え な筆算のしかたを

。 ）る。 る。 理解している (知
・練習問題

わ １ ・商が等しいわり算の式を見比べて除法の性 ・除法の性質を理解 一斉
り 質について考える。 している （知） ＴＴ。
算
の
き １ ・末尾に０のある数の除法の簡便な計算の仕 ・末尾に０のある数
ま 方をまとめる。 の除法の簡便な計

。り 算が正確にできる
（表）

ま ３ ・学習の確認 ・活用・習熟 ・深化・発展 ・学習内容を正しく 習熟度別
と ・補充のた ための問題 ための問題 用いて，問題を解 ３Ｃ４Ｔ
め めの問題に 取り組む。 に取り組 決することができ

取り組む。 む。 る （表）。
・わり算の学習内容
について理解して
いる （知）。



- 1 -

６ 本時の指導

（１）目標 ２位数÷２位数の筆算で 過小商をたてたときの仮商修正のしかたを理解する。,

（２）指導の工夫

下位群１クラス

（プリンコース）

仮商をたてることの意味が十分理解できておらず，かけ算九九や繰り上がりのあるた

し算，繰り下がりのあるひき算等の基礎的な計算に不安のある児童たちのグループで

ある。既習事項の振り返りを重視し，教師とともに進めながら仮商のたて方，修正のし

。 ， ，かたを理解する そのために確かめる段階で具体物などを提示し 一人一人に目をかけ

確実に答えを出させるようにする。

中位群１クラス

（チョココース）

基礎的な計算については概ね理解しているが，正確さや速さが伴っていない。速く正

確に自力で既習事項を使って考え，処理できるように支援しながら練習問題に数多く取

り組ませるようにする。

上位群２クラス

（クッキーコース，グミコース）

学習内容をよく理解し，自力解決に意欲的に取り組み，既習事項が身についている児

童たちである。自分の考えを発表することにより理解を深めたい。自力解決の時間を十

分に取り，わり算の計算の方法を理解させた上で練習問題に取り組ませ，一層の習熟を

図る。
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（３） 本時の展開 （プリンコース）下位群コース

段階 学 習 活 動 支 援・留 意 点 評 価

１ 問題を把握する。
つ

７８÷１９の筆算のしかたを考えま
か しょう。 ・前時の学習を想起させ，何十何でわる計算

は何十でわる計算だと考えて商をたてれば
む ・計算の手順を確認する。 よいということを理解させる。

２ 学習課題を把握する。 ・除数を１０とみて，商に７をたてると大き
８ すぎることを理解させる。

。分 ちょうどよい商のたて方を考えよう

３ 解決の見通しを持つ。
見 ・１９をいくつとみればよいか考える。 ・ブロックを提示し１９が２０に近いという
通 ことを視覚的に捉えさせ理解させる。
す ４ 自力解決をする。
・ ・ を 。 を と考える。 ・除数の１９を２０，わられる数（７８）を78 70 19 20
確 ÷ ＝３ 商は３をたてる。 ７０とみて教師と一緒に計算させる。70 20

19 57 78 57 21か ×３＝ － ＝
め から がまだ取れるので商は３では ４ １大きくする21 19
る なく４。 ２０ ３ 小さすぎた

－ ＝２ １９）７８21 19
答え ４あまり２ ５７

２１ まだひける
１５ ５ 計算のしかたと答えを確認する。 ７６
分 ２

， 。・仮商のたて方 修正のしかたを説明させる

ま ６ 学習のまとめをする。
と ・ まだひける」ということと「まだ商を大「
め 見当をつけた商が小さすぎたときは きくできる」を結びつけて教える。，
る 商を１大きくする。
５
分

ひ ７ 練習問題を解く。 ・ １）～（３）（５）～（７）を教師と一 ◆過小商を立てたときの仮（ ,
ろ ・教科書ｐ８ 緒に解かせ（４）（８）の問題は自力で 商修正のしかたを理解で, ,
め 解かせる。 きたか。
る ８ 本時の学習を振り返る。

※規準に達していない児童
１７ ９ 次時の学習を知る。 への支援
分 ・除数とあまりの大きさを

比べ たてた商を１大き,
くして修正するように教
える。

（４）板書

問 ７８÷１９の筆算のしかた 課 ちょうどよい商のたて方 ま 見当をつけた商が小さすぎた
を考えましょう。 を考えよう。 ときは，商を１大きくする。
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（３） 本時の展開 （チョココース） 中位群コース

段階 学 習 活 動 支 援・留 意 点 評 価

１ 問題を把握する。
つ ・除数を１０とみると，商に７をたてると大

７８÷１９の筆算のしかたを考えま きすぎることを理解させる。
か しょう。

む ・計算の手順を確認する。
２ 学習課題を把握する。

８
。分 ちょうどよい商のたて方を考えよう

見 ３ 解決の見通しを持つ。
通 ・除数１９をいくつと見ればよいか考え ・前時の学習で，除数を「およそいくつ」と
す る。 見当をつけて考えたことに気づかせる。

１０ ４ 自力解決をする。 ・除数の１９を２０とみて３をたてて計算さ
分 ・除数を２０と見て３をたてる。 せる。

・８０÷２０と見て４をたてる。

確 ５ 各自の考えを発表し，考え方を確かめ
， 。か る。 ・仮商のたて方 修正のしかたを説明させる

め ・仮商修正
る ①除数を２０と見る。

②見当をつけた商３をたてる。
③２１余ったのでまだひける。
④商を１大きくして４をたてる。

１０ ６ 計算のしかたを確認する。
分 ・前時と違い，見当をつけた商が小さすぎた

， 。ので 商を大きくしたことをおさえさせる

７ 類題を解く。

ま ８ 学習のまとめをする。
と ・ まだひける」ということと「まだ商を大「
め 見当をつけた商が小さすぎたときは きくできる」を結びつけて教える。，
る 商を１大きくする。
５
分

ひ ９ 練習問題を解く。 過小商を立てたとき仮◆
ろ ・教科書ｐ８⑤⑥ ・練習⑤の（１）と（５）を教師と一緒に解 商修正のしかたを理解で
め き， 残りの問題を自力で解かせる。 きたか。
る

１０ 本時の学習を振り返る。 ※規準に達していない児童
１２ への支援
分 １１ 次時の学習を知る。 ・除数とあまりの大きさを

比べ たてた商を１大き,
くして修正するように教
える。

（４） 板書

７８÷１９の筆算のしかたを 課 ちょうどよい商のたてかた ま 見当をつけた商が小さすぎ
考えましょう。 を考えよう。 たときは，商を１大きくす

る。

児童の考え
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（３） 本時の展開 （クッキー・グミコース）上位群コース

段階 学 習 活 動 支 援・留 意 点 評 価

１ 問題を把握する。
つ

７８÷１９の筆算のしかたを考えま
か しょう。

む ・７をたてる （除数１０とみる） ・除数を１０とみて，商に７をたてる。。
・３をたてる （除数２０とみる） 大きすぎることを理解させる。。

１０ ２ 課題を把握する。 ・除数を２０とみて、商に３をたてる。
分

ちょうどよい商のたて方を考えよう

見 ３ 解決の見通しを持つ。 ・真商に近い仮商をたてるため，除数は何十
通 ・わる数を２０とみる。 に近いか着目させる。
す

４ 自力解決をする。 ・考え方の説明をノートに書かせる。
８ ・３をたてる （除数２０とみる）。
分 ・４をたてる （８０÷２０とみる）。

確 ５ 各自の考えを発表し，考え方を確かめ
か る。 ・仮商のたて方，修正のしかたを筋道をたて
め ・仮商修正 て説明させる。
る ①わる数の１９を２０とみる。

②わられる数７８と２０を比べて商に３
をたてる。

③１９と３の積を７８からひくと２１と
なり，まだひける。

１２ ④商を１大きくする。
分 ・およその数で計算

６ 計算のしかたを確認する。 ・小さすぎた，まだひける，もうひけるの感
７ 類題を解く。 覚を

ま ８ 学習のまとめをする。 ・自分のことばでまとめさせる。
と
め 見当をつけた商が小さすぎたときは ・ まだひける」ということと「まだ商を大， 「
る 商を１大きくする。 きくできる」を結びつけて教える。
５
分

ひ ９ 練習問題を解く。 ・問題を自力で解くようにさせる。 ◆過小商を立てたときの仮
ろ ・教科書ｐ８ 商修正のしかたを理解で
め きたか。
る

※規準に達していない児童
１０ への支援
分 ・除数とあまりの大きさを

１０ 本時の学習を振り返る。 比べ，たてた商を１大き
・除数をいくつとみるかによって修正回数が くして修正するように教

１１ 次時の学習を知る。 違ってくることを振り返る。 える。

（５） 板書

問 ７８÷１９の筆算のしかた 課 ちょうどよい商のたてかた ま 見当をつけた商が小さす
を考えましょう を考えよう ぎたときは，商を１大きく

する。

児童の考え 児童の考え




